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使いやすい溶液タイプ 
ES/iPS細胞研究用 低分子化合物溶液
本品は、ES 細胞、iPS 細胞の未分化能維持や分化誘導

に関わると報告されている低分子化合物の溶液タイプで
す。新たに 6品目を追加しました。フィルター滅菌済みの
ため、そのまま培地に添加してご使用頂けます。

■  CultureSure® 低分子化合物溶液
本品は、原料製造工程・製造現場で動物由来物を一切使
用せず製造しています。

品質試験
外観、エンドトキシン試験、無菌試験、マイコプラズマ
試験

■3mmol/ℓ CKI-7 二塩酸塩溶液（1）
本品は、CK1 選択的阻害剤です。SB431542、Y-27632
と共に使用することで、血清フリー、フィーダーフリー条
件下でヒト ES細胞とヒト iPS 細胞を網膜前駆細胞に分化
誘導すると報告されています。

■5mmol/ℓ SB431542溶液（2）
本品は、ALK4, 5, 7 の阻害剤です。ES細胞由来内皮細
胞の増殖、分化、シート形成を刺激すると報告されていま
す。また、チアゾビビン、PD0325901 とともに使用する
とリプログラミング効率が 200 倍以上改善し、かつリプロ
グラミングがスピードアップすると報告されています。

■10mmol/ℓ Y-27632溶液（3）
本品は、選択的かつ強力なROCK阻害剤です。ヒトES

細胞やヒト iPS 細胞の細胞分散時に細胞死を抑制し、また
凍結保存後の細胞生存率が向上すると報告されています。

■  低分子化合物溶液

品質試験
外観、無菌試験、マイコプラズマ試験

■10mmol/ℓ PD0325901溶液（4）
本品は、MAPK阻害剤です。本品とCHIR99021 を培地
に添加するとマウスES細胞を効率よく培養できます。

■10mmol/ℓ PD184352溶液（5）
本品は、MEK1 阻害剤です。CHIR99021、SU5402、

PD184352 を含む培地でマウスES細胞を培養すると、未分化
能を維持したまま効率よく培養できると報告されています。

■10mmol/ℓ Thiazovivin 溶液（6）
本品は、ROCK阻害剤です。ヒトES細胞のトリプシン
処理後の生存率を改善すると報告されています。

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 7月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
CultureSure® 低分子化合物溶液

039-24611
CultureSure® 3mmol/ℓ CKI-7 
Dihydrochloride Solution,
Animal-derived-free 

細胞
培養用 1mℓ 照　会

033-24631 CultureSure
® 5mmol/ℓ SB431542 

DMSO Solution, Animal-derived-free  危
細胞
培養用 1mℓ 照　会

039-24591 CultureSure
® 10mmol/ℓ Y-27632 

Solution, Animal-derived-free 
細胞
培養用 300μℓ 30,000

低分子化合物溶液

166-25951 10mmol/ℓ PD0325901 DMSO Solution  危
細胞
培養用 300μℓ 照　会

163-25961 10mmol/ℓ PD184352 DMSO Solution  危
細胞
培養用 300μℓ 照　会

204-19551 10mmol/ℓ Thiazovivin DMSO Solution  危
細胞
培養用 300μℓ 照　会
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未分化ヒト多能性幹細胞検出・除去試薬 
rBC2LCN-PE23
蛍光標識 rBC2LCN
rBC2LCNストリッピング溶液
rBC2LCN（AiLecS1）は、Burkholderia cenocepacia 由
来のレクチンである BC2L-C の N末端ドメインを大腸菌
で発現させた組換えレクチンです。rBC2LCN はヒト ES
細胞 ･ヒト iPS 細胞の細胞表面に存在する糖鎖に非常に高
い特異性を持ちます。

■  rBC2LCN-PE23
本品は、緑膿菌由来外毒素の触媒ドメイン（PE23）を

rBC2LCNの C末端部分に融合させた組換えタンパク質で
す。細胞内に取り込まれ細胞死を引き起こすことで、ヒト
ES細胞・ヒト iPS 細胞を除去します。

特　　長
● 分化誘導時に残存するヒトES細胞・ヒトiPS細胞を選
択的に除去可能
●培養液に添加するのみで使用可能

デ ー タ
■ヒトiPS細胞の除去

ヒト iPS 細胞 201B7 株の培養液に終濃度 10μg/mℓとなるよ
うに rBC2LCN-PE23 を添加した。その後培地交換せずに 48 時
間培養を続けると、rBC2LCN-PE23 を添加した培養液ではヒト
iPS細胞の細胞死が誘導され、コロニーが浮遊し除去された。

■分化細胞への影響

正常ヒト皮膚線維芽細胞（NHDF）の培養液に終濃度 5, 10, 20, 
30, 50μg/mℓとなるように rBC2LCN-PE23 を添加し、48時間
後の細胞数を確認した。rBC2LCN-PE23 を添加しても死細胞は
ほぼ認められなかった（0μg/mℓ rBC2LCN-PE23 の生細胞数を
1とした）。

〔参考文献〕
１）Tateno, H. et al . : Stem Cell Reports , 4 , 811 （2015）.

■  rBC2LCN-FITC/-547/-635
本品は、蛍光色素でラベル化された rBC2LCNです。ヒ
ト ES細胞 ･ヒト iPS 細胞の培養液に添加することで、未
分化細胞を生きたまま細胞染色やフローサイトメトリーを
用いて解析することができます。

特　　長
● 使用方法が簡単
　　細胞固定せずに、培地添加 30 分後に蛍光を観察可能
●未分化ヒトES細胞 ･ヒト iPS 細胞を検出できる
●細胞を生きたまま染色できる
●培地交換後も染色が持続する
●細胞染色、フローサイトメトリーに使用可能
●細胞毒性が低い

製品概要
●無菌試験済み（0.1μmフィルターでろ過済み）
●組成：PBS 溶液
●実用希釈倍率
　　Live Cell Imaging 1：100 ～ 1,000
　　Flow Cytometry 1：100 ～ 1,000

デ ー タ
■ヒトES細胞の生細胞染色（Live Cell Imaging）

rBC2LCN-635 を用いてヒト ES細胞WA01株を染色し、共焦点
顕微鏡で細胞を観察した。未分化状態を逸脱したヒトES細胞を
含む細胞を染色したところ、逸脱細胞と未分化状態を維持した細
胞を染め分けることができた。

（データご提供：国立研究開発法人 産業技術総合研究所 創薬基盤
研究部門 幹細胞工学研究グループ 小沼泰子先生、伊藤弓弦先生）

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 7月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

180-03231
rBC2LCN-PE23 細胞培養用

100μℓ  30,000
186-03233 100μℓ×5 120,000

NEW

NEW

［次頁に続く］
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■ヒトiPS細胞の生細胞染色（Live Cell Imaging）

rBC2LCN-FITC と汎用されている未分化マーカーである Tra-1-
60、Tra-1-81、SSEA-4 の抗体を用いヒト iPS 細胞 201B7 株を
生細胞染色した（2時間染色）。結果、rBC2LCN-FITC は抗体と
比較して感度が高く、特異性も高いことがわかった。

■Flow Cytometry を用いたヒトiPS細胞の分離
rBC2LCN-FITC を用い
てヒト iPS 細胞 201B7
株とヒト正常二倍体線維
芽細胞を染色し、フロー
サイトメトリーに供し
た。結果、未分化である
ヒト iPS 細胞と分化した
ヒト二倍体線維芽細胞を
分離できた。

■ヒトiPS細胞に対する細胞毒性評価

ヒト iPS 細胞 201B7 株の培養液に培養液の 1/1,000、1/100、
1/50 量の rBC2LCN-FITC を添加した状態で培養し続けた。
結果、いずれの濃度でも rBC2LCN-FITC の存在に関わらず、未
添加時と同程度の細胞増殖を示した。

〔参考文献〕
１）Onuma, Y. et al . : Biochem. Biophys. Res. Commun., 431 , 524 （2013）.
２）Tateno, H. et al . : Stem Cells Transl. Med., 2 , 265 （2013）.
３）Tateno, H. et al . : Sci. Rep., 4 , 4069 （2014）.

■  rBC2LCNストリッピング溶液
本品は、ヒト ES細胞 ･ヒト iPS 細胞の細胞膜表面に存
在する糖鎖と結合した rBC2LCNレクチンを強制的に細胞
から剥離させることができます。rBC2LCN剥離後、細胞
を他の抗体で染色することや、生細胞の場合は培養を継続
することが可能です。

デ ー タ
■ヒト iPS細胞からの rBC2LCNの剥離

ヒト iPS 細胞 201B7 株の培養液に 1/100 量の rBC2LCN-FITC
を添加し、35 分間染色した。培養液除去後、rBC2LCN スト
リッピング溶液を添加し、30 分間インキュベートした。また、
rBC2LCN-FITC添加後の細胞と rBC2LCNストリッピング溶液添
加後の細胞をフローサイトメトリーに供した。

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 7月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

※未標識体

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

180-02991 rBC2LCN-FITC 【AiLecS1-FITC】
　Ex. 495nm、Em. 520nm 細胞染色用

100μℓ  20,000
186-02993 100μℓ×5  80,000
186-03211 rBC2LCN-547 【AiLecS1-547】

　Ex. 551nm、Em. 565nm 細胞染色用
100μℓ  30,000

182-03213 100μℓ×5 120,000
185-03161 rBC2LCN-635 【AiLecS1-635】

　Ex. 634nm、Em. 654nm 細胞染色用
100μℓ  30,000

181-03163 100μℓ×5 120,000
029-18061 BC2LCN 【AiLecS1】, Lectin, 

recombinant, Solution※ 糖鎖研究用
1mg  30,000

025-18063 1mg×5 照　　会

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
182-03171 rBC2LCN Stripping Solution 細胞培養用 10mℓ  15,000

NEW

NEW
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縮合剤　大容量発売！ 
HATU
HBTU
本品は、汎用されているDCCなどに比べてラセミ化を

抑制することができる縮合剤です。アミドやエステル結合
を構築するための最も一般的な方法は、カルボン酸の活性
化を伴う脱水縮合反応です。これまでにさまざまな縮合剤
の報告がありますが、反応剤によっては副生成物の除去
や、ラセミ化などの問題点が知られています。ラセミ化の
問題を抑制する添加剤としてHOAt、HOBt が知られてお
り 1）、それらを分子内に含むHATU、HBTUは、DCCな
どに比べてラセミ化を抑制できます。

反 応 例
■  Celogentin C全合成研究2）

〔参考文献〕
１）Carpino, L. A. : J. Am. Chem. Soc ., 115 , 4397 （1993）.
２）Ma, B., Litvinov, D. N. B., He, L., Banerjee, B. and Castle, S. L. : 
Angew. Chem. Int. Ed., 48 , 6104 （2009）.

関連商品

新規フルオロメチル化剤 
p-トルエンスルホン酸フルオロメチル
本品は、K2CO3 及び Cs2CO3 などの塩基を用い、ヘテ

ロ・酸素・窒素・硫黄原子などを、それぞれ、温和な条件
下でフルオロメチル化できます。フルオロメチル基を持つ
医薬品・農薬・機能性材料の創出に有用です。

反 応 例

〔参考文献〕
１）三宅寛：和光純薬時報 , 83（1）, 6 （2015）.
２）Arnaud, J., Artiaga, M., Barth, F., Hortala, L., Martinez, S. and Roux, P. : 
WO 2013/087643A1.

３）Carroll, L., Witney, T. H. and Aboaqye, E. O. : Med. Chem. Commun. , 
4, 653（2013）.

関連商品

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 7月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

018-26122 O-（7-Azabenzotriazol-1-yl）- 
N,N,N',N' -tetramethyluronium 
Hexafluorophosphate【HATU】 

有機合成用
 25g 23,000

010-26121 100g 65,000
012-26125 500g 照　 会

025-18781 O-（Benzotriazol-1-yl）- 
N,N,N',N' -tetramethyluronium 
Hexafluorophosphate【HBTU】 

有機合成用
100g 34,000

027-18785 500g 95,000

コードNo. 品　　　名 メーカー
（メーカーコード） 容量 希望納入価格（円）

349-03622
HOBt 危

同仁
（H009）

 25g  5,800
341-03621 100g 17,600
325-29161 1-Hydroxy-7-azabenzotriazole 

【HOAt】
ワコーケミカル
（－）

  1g  5,200
321-29163   5g 16,200

コードNo. 品　　　名 規格 /メーカー 容量 希望納入価格（円）
求電子的ふっ素化剤
030-24401 1-Chloromethyl-4-fluoro-1,4-

diazoniabicyclo[2.2.2]octane Bis
（tetrafluoroborate）  

有機合成用
5g  5,000

038-24402 25g 15,000
036-24403 100g 37,000
069-06311 5g  6,500
067-06312 N-Fluorobenzenesulfonimide 有機合成用 25g 16,000
065-06313 100g 45,000
068-06521 N-Fluoropyridinium 

Trifluoromethanesulfonate 有機合成用 5g  8,000
066-06522 25g 23,000
061-06491 N-Fluoro-2,4,6-trimethylpyridinium 

Tetrafluoroborate  有機合成用 5g  6,500
069-06492 25g 16,000
061-06511 N-Fluoro-2,4,6-trimethylpyridinium 

Trifluoromethanesulfonate 有機合成用 5g  8,000
069-06512 25g 23,000
求核的ふっ素化剤
023-15801 Bis（2-methoxyethyl）aminosulfur 

Trifluoride  危
有機合成用 5g 12,000

021-15802 25g 35,000
045-31101 Diethylaminosulfur Trifluoride  危 和光一級 5g 13,500
043-31102 25g 49,000
203-20011 Tetrabutylammonium Dihydrogen 

Trifluoride 有機合成用
5g  7,800

201-20012 25g 27,500
209-20013 100g 70,000
トリフルオロメチル化剤
329-79491 Methyl 2,2-Difluoro-2-

（fluorosulfonyl）acetate  危
ワコーケミカル 5g  5,900

327-79492 25g 20,700
165-18691 N-Phenylbis（trifluoromethanesulfonimide） － 5g 11,000
201-19821

Triethyl（trifluoromethyl）silane 危 有機合成用
1g  7,500

207-19823 5g 18,000
209-19822 25g 70,000
353-29861 Trimethyl（trifluoromethyl）silane 危 ワコーケミカル 5g  8,500
351-29862 25g 26,800

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

067-06471 Fluoromethyl 
p-Toluenesulfonate【FMTS】 危

有機合成用
1g 18,000

063-06473 5g 70,000
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鈴木 -宮浦カップリングなどに 
ビス（ピナコラート）ジボロン
この度、Bis（pinacolato）diboron の大入り包装（100g、
500g）を追加しました。
本品は、鈴木 - 宮浦カップリングなどに使用されるボロ
ン酸ピナコールエステル（Bpin）を導入する試薬です。こ
れまでは、有機トリフラートやハロゲン化合物を基に、対
応するボロン酸エステルを合成していましたが、近年で
は、Silica-SMAPなどの特殊な配位子を用いることで、直
接的なC-H ほう素化反応も可能です。

反 応 例
■  Silica-SMAPを用いたBpin化反応1）

〔参考文献〕
１）澤村 正也：和光純薬時報, 82 （1）, 2 （2014）.

関連商品

2010年のノーベル化学賞反応を体験 
鈴木 -宮浦クロスカップリング反応体験キット2
本品は、鈴木 - 宮浦クロスカップリング反応で 2種類の
蛍光分子を合成する化学実験キットです。
2010 年にノーベル化学賞を受賞された北海道大学名誉
教授　鈴木 章 先生の研究成果を手軽に体験することがで
きます。（監修；北海道大学大学院 地球環境科学研究院 
山田幸司 准教授）

特　　長
●実験時間は約20分
●特殊な実験器具不要
●ブラックライトで蛍光を観察
● 蛍光分子Ⓐは、反応液にヘキサンを加えると蛍光波長が
シフトして蛍光色が変化＊

＊ 合成される蛍光分子は、周りの溶媒の極性によって蛍光波長が
変化するソルバトクロミズム性を有します。

反 応 式

キット構成
（蛍光分子２種× 20回分：１反応10mℓとして）
●2-アセチル- 5 -ブロモチオフェン 820mg
● 4-（N,N- ジメチルアミノ）フェニルボロン酸ピナコールエ
ステル（上記①） 500mg

●p-メトキシフェニルボロン酸（上記②） 300mg
●炭酸ナトリウム 200mg
●酢酸パラジウム 8mg
＊溶媒の水、アセトン、ヘキサンなどは、別途必要。
＊ 蛍光の観察には、λ= 365nmのブラックライトや紫外線LED
が必要

関連商品

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 7月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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蛍光波長が
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NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 メーカー 容量 希望納入価格（円）

327-56971 1g  4,500

323-56973
ワコー
ケミカル

5g  6,500

325-56972 Bis（pinacolato）diboron 25g 27,000

321-56974 100g 65,000

329-56975 500g 照　 会

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

197-17451
Silica-SMAP 有機合成用

1g 18,000

193-17453 5g 70,000

194-17461
Silica-TRIP 有機合成用

1g 15,000

190-17463 5g 60,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

289-90581 Suzuki-Miyaura Cross Coupling Reaction Experiment Kit 2 化学実験用 １kit 14,000

コードNo. 品　　　名 規格 /メーカー 容量 希望納入価格（円）

291-75201 Luminol Reaction Experiment Kit
   危

教育用 1セット 6,500

309-09441 UV Lamp （366nm） エルメックス
（BL-02） 1台 5,600
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品目追加 
ポジティブリスト関連 農薬標準品
ポジティブリスト関連の残留農薬試験用標準品の追加品目

をご紹介します。品目は順次追加しています。

■クロフェンセット標準品
化学名：  2-（4-Chlorophenyl）-3-ethyl-

2,5-dihydro-5-oxopyridazine-4-
carboxylic Acid

含量（qNMR）：97.0%以上
外　観：  わずかにうすい褐色～褐色、結晶性

粉末～粉末又は塊
備　考：  植物成長調整剤

■ジクロルミド標準品
化学名：  N,N-Diallyl-2,2-dichloroacetamide
含量（qNMR）：97.0%以上
外　観：  黄色～褐色、澄明の液体
溶解性：  水 5、ケロセン15（g/ℓ）
備　考：  薬害軽減剤

■ジクロロイソエバニニック酸標準品
化学名：  3,5-Dichloro-4-hydroxy-2-

methoxy-6-methylbenzoic Acid
含量（HPLC）：98.0%以上
外　観：  白色、結晶性粉末～粉末

■ダイファシノン標準品
化学名：  2-（Diphenylacetyl）indan-1,3-

dione
別　名：  Diphacin
含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  黄色、結晶性粉末～粉末
溶解性：  水 0.3mg/kg、クロロホルム204、

トルエン73、キシレン50、アセトン
29、エタノール 2.1、ヘプタン1.8
（g/ ㎏）

備　考：  殺鼠剤

■フルトラニル代謝産物M4標準品
化学名：  α,α,α-Trifluoro-3’-hydroxy-o-

toluanilide
含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色～わずかにうすい黄褐色、結晶

性粉末～粉末又は塊

■イソキサフルトール代謝産物B標準品
化学名：  2-Cyano-3-cyclopropyl-4-

（2-methylsulphonyl-4-
trifluoromethylphenyl）propane-
1,3-dione

含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色～ごくうすい赤色、粉末

■メタクリホス標準品
化学名：  Methyl（E）-3-

（dimethoxyphosphinothioyloxy）- 
2-methylacrylate

別　名：  Damfi n
含量（qNMR）：95.0%以上
外　観：  無色～わずかにうすい黄色、澄明の

液体
備　考：  殺虫剤

■メタゾール標準品
化学名：  2-（3,4-Dichlorophenyl）-4-methyl-

1,2,4-oxadiazolidine-3,5-dione
別　名：  Tunic
含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色、結晶性粉末～粉末
備　考：  除草剤

■メパニピリムプロパノール体標準品
化学名：  1-（2-Anilino-6-methylpyrimidine-

4-yl）-2-propanol
含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色、結晶性粉末～粉末

■プロスルフロン標準品
化学名：  N-{[（4-Methoxy-6-methyl-1,3,5-

triazin-2-yl）amino]carbonyl}-2-
（3,3,3-trifluoropropyl）
benzene Sulfonamide

別　名：  Peak
含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色、結晶性粉末～粉末
溶解性：  蒸留水 29mg/ℓ （pH 4.5, 25℃）。

緩衝用水 87（pH 5.0）、43,000
（pH 7.7）（mg/ℓ, 25℃）。エタノー
ル8.4、アセトン160、トルエン6.1、
n-ヘキサン0.0064、n-オクタノール1.4、酢酸エチル56、ジクロロメタン180（g/ℓ, 
25℃）

備　考：  除草剤

■ピリメタニル代謝産物B標準品
化学名：  2-（4-Hydroxyanilino）-4,6-

dimethylpyrimidine
含量（qNMR）：98.0%以上
外　観：  白色～うすい灰白色、結晶性粉末～

粉末

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 7月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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その他のポジティブリスト関連品目は下記よりご参照下さい。
和光純薬試薬HP→カテゴリーから選ぶ→分析・環境→食
品分析→01 .残留農薬・動物用医薬品（ポジティブリスト
制度）

反応性代謝物検出試薬 
XenoScreenTM GSH-EE
本品は、特異体質性薬物毒性（IDT）を引き起こす原因
となる可能性のある反応性代謝物を検出する試薬です。
IDTは5, 000人から10 , 000人に一人の割合で発生する、

予見することが困難な毒性であり、発現には反応性代謝物
が関係していると考えられています。
本品は、医薬品候補化合物の反応性代謝物生成有無の確
認試験に有用です。

特　　長
●高い検出性能

グルタチオンエチルエステルをトラッピング試薬とし
て使用しているため、従来のグルタチオン法と比較し
高感度に検出できます。さらにそのD体と併用するこ
とでより判定が容易になります。

●簡単、Ready-to-useタイプ
１回の反応に必要なトラッピング試薬、Buff er類が

チューブに小分け済みです。面倒な試薬類の秤量、
Stock solutionの調製が不要です。

使用法概略
〈付加体生成〉

　⬇
〈前処理〉
　⬇
〈LC-MS分析〉

関連商品
反応工程後、分析前の前処理に最適なカラムです。

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存　　 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2015 年 7月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

035-24451 Clofencet Standard 残留農薬試験用 100mg 20,000

042-33791 Dichlormid Standard  危 残留農薬試験用 100mg 15,000

048-33771 Dichloroisoeverninic Acid Standard 残留農薬試験用  50mg 30,000

045-33781 Diphacinone Standard
  

残留農薬試験用 100mg 16,000

064-06481 Flutolanil Metabolite M4 Standard 残留農薬試験用  50mg 30,000

097-07111 Isoxaflutole Metabolite B Standard  
残留農薬試験用 100mg 30,000

131-18391 Methacrifos Standard  危 残留農薬試験用 100mg 15,000

131-18411 Methazole Standard 残留農薬試験用 100mg 45,000

138-18421 Mepanipyrim Propanol Standard 残留農薬試験用 100mg 30,000

160-27291 Prosulfuron Standard 残留農薬試験用 100mg 23,000

166-27391 Pyrimethanil　Metabolite B Standard 残留農薬試験用 100mg 30,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

244-00961 XenoScreen
TM GSH-EE 

（Tube type） 薬物動態研究用 12本 照　会

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

292-35311 Presep
® XenoScreenTM 

96well Plate 薬物動態研究用 1個 照　会
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①Isotope dependents scanを行い、5amu 差で
　1：1の強度比を持つイオンを検出する。

②-129Daのニュートラルロススキャン

コントロール



落合　英二（1898. 6. 26～1974. 11. 4）
東京大学名誉教授　廣部　雅昭

化学大家 433
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はじめに
わが国近代薬学の祖と言われた長井
長義博士（1845 ～ 1929：化学大家
359）は、日本薬学会初代会頭（1887
～ 1929）として君臨する一方、東京
帝国大学医科大学薬学科初代教授
（1893 ～ 1921）として薬化学講座を創
設した。同講座はその後近藤平三郎教
授（1921 ～ 1938：化学大家 424）を
経て、落合英二教授に引き継がれた。
「長井長義―近藤平三郎―落合英二」
というわが国の正統派的天然物化学―
有機化学の一つの大きな流れを形成し
たと言っても過言ではない。本稿では
とくに落合英二先生のご生涯を顧みつ
つ、果たされた輝かしいご業績につい
て述べる。

生い立ち
先生は明治 31 年（1898）6 月 26 日、

父落合初太郎、母ノブの三男として浦
和にて出生、元来落合家は栃木県小山
市の出身であるが、父初太郎氏は東京
高師出身の名望高き教育者として近県
の師範学校、中等学校の教頭、校長な
どを歴任されていた関係で転勤が多
かったようである。学齢に達し、先生
は父が教頭を勤めていた千葉県立第一
師範学校付属小学校に入学、物理・化
学を専攻された父君の影響と教育熱心
な父君の“代役”として親交のあった
千葉薬専・医専出身の菊地氏から受け
た植物採集の実地指導などにより後年
先生の該博な植物学や天然物化学研究
への素地が形成されたものと考えられ
る。先生が県立千葉中学に進学した当
時、わが国は第一次世界大戦の影響下
にあり、ドイツからの医薬品の輸入が
途絶え、国策として医薬品の国産化が
唱えられ、東大薬学科も挙げて合成医
薬品の製造技術工程を指導要領に加え
るような時代であった。産学官共同の
機運はこの頃に始まったとも言え、そ
の趣旨の一環として、この時期後述す
る乙卯研究所が近藤平三郎教授によっ

て設立されたと言われている。
一方若き落合先生は、ひたすら憧れ
てやまない植物研究への道を目指し、
植物学の権威である安田篤教授の薫陶
を得るべく仙台の旧制第二高等学校へ
と進学した。地衣研究の碩学として著
名な安田教授に傾倒した先生は未知の
地衣発見に没頭したが、たまたま地衣
研究のよしみで朝比奈泰彦東大薬学科
教授が採集の途次、安田教授を訪問、
先生が案内役を任された。朝比奈教授
は「植物研究では食えんから、応用範
囲の広い薬学が良い。薬学には植物成
分研究の大化学者長井長義教授がおら
れる・・・」と、かつて尊敬する恩師
から勧められたというご自身の体験を
話されたとのことである。そのことで
先生が熟慮の末、ご自身の生涯の進路
を薬学と定めたとすれば、この朝比奈
教授との出会いの意義は大きい。しか
も東大薬学科長井教授の講座を将来継
承することになったのだから不思議な
運命を感じざるを得ない。

研究生活のはじまり
大正 8年（1919）先生は迷うことな
く東京帝国大学医学部薬学科に入学、
卒業研究では念願の長井教授の薬化学

教室で厳しい実験第一主義の指導を受
けられた。明治 39 年（1906）竣工の
当時としては最新式の２階建て木骨赤
煉瓦造りの薬学教室は大正 12 年９月
1日の関東大震災の際、夏休み返上で
実験をしていた近藤教授以下落合副手
らの消火活動で被害を最小限に食い止
められ、東大が灰燼に帰する危機を防
いだ。その功績に対し時の古在総長よ
り薬学科に金一封が贈られた。その赤
煉瓦の研究室は 1960 年代まで大学最
古の建物として伝統の名残をとどめて
いた。その前年、大正 11 年停年制の
導入により長井教授が退官、近藤教授
が薬化学講座第２代教授に就任、卒業
したばかりの落合先生は副手となり研
究生活が開始された。
長井教授以来、薬化学教室伝統のア
ルカロイド研究は佳境に入っており、
苦参塩基マトリンからオオツヅラフジ
のシノメニン研究に拡大していた。落
合先生は近藤教授の片腕としてこれら
防巳科アルカロイドの系統的研究を、
全国各地から台湾にいたるまで原料採
集を行うなど精力的に展開された。先
生の外国文献の速読能力、精力的な行
動力、豪快なビールの飲みっぷりな
ど、つとに知られていたが晩年までそ
の風格が変わることはなかった。大正
14 年先生は助手に任じられ、昭和 3
年「シノメニンの構造研究」で薬学博
士の学位を得、同時に光代夫人と結婚
された。近藤教授の信任厚く昭和 5年
には助教授に昇任されるとともに 2年
間のドイツ留学を命じられた。

留学とその成果
当時ヨーロッパへの渡航は陸路か海
路しかなかったが、先生はシベリア鉄
道で単身ベルリンへと旅立った。フラ
イブルク大学の Staudinger 教授（高
分子化学　1953 年ノーベル化学賞）
の研究室で近代有機化学の精髄を学ぶ
とともに、後半は他大学、研究所など
で錯塩化学、生化学、微量分析につい
ての知識を吸収するなど世界的視野を
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広めることに努められた。ドイツでは
長井、近藤両教授の影響もあり破格の
厚遇が得られ、これら貴重な体験が先
生の天然物化学から後の画期的な精密
有機化学への展開につながったことは
想像に難くない。先生はプレーグルが
開発したミクロ分析装置一式とクール
マンのミクロ天秤、高度真空蒸留用水
銀ポンプなど革新的実験装置を留学土
産に昭和 7年海路意気揚々と帰国され
た。本務に復帰した先生はマトリンの
研究を継続する一方で、留学土産に持
参した微量分析装置を開発普及すべく
本郷の理化器械商石井徳太郎氏に依
頼、苦労の末わが国初の有機微量分析
装置の開発に成功、共同研究者の津田

恭介助手、坂本秀策研究員とともに昭
和 12 年薬学雑誌に歴史的な第一報
「有機微量分析に関する知見―クロル、
ブロム元素の簡易定量法」を発表、同
時に出版された「有機定量分析法微量
篇」は化学界に大きな反響を呼び、近
年に至るまで微量分析法普及の原点に
なったことはよく知られている。

教授就任と新研究の展開
昭和 13 年落合先生は近藤教授停年
退官をうけて薬化学講座第３代教授に
就任、津田恭介助教授、上尾庄次郎、
宮木高明各助手の強力な体制をしい
た。時あたかも日中事変に端を発した
戦局は急を告げ、第二次世界大戦に突

入、国民生活は困窮の度合いを増して
いた。この時期先生の世界的業績「芳
香族第三級アミンＮ ‒オキシド化学」
が芽生えることになる。先生は長井、
近藤両教授が手がけた伝統的なアルカ
ロイド研究を継承する一方、基本骨格
である複素環化合物（当初は異項環と
称された）の反応性研究から、芳香環
におけるヘテロ原子による電子の分極
現象を有機電子論的考察から予測し、
ピリジンやキノリンの窒素原子を酸素
化することでヘテロ環への求電子反応
を可能にすることを実験的に証明し
た。本反応は極めて汎用性の高い画期
的な反応で、複素環化学の発展に著し
く寄与するとともに医薬品などの創
製、また発がん機構研究への貢献など
高く評価され帝国学士院賞から後の文
化勲章受章の栄誉へと発展した。
太平洋戦争の拡大にともない大学も
積極的な協力を要請された。南方に派
遣された軍人がマラリアに冒され、そ
の特効薬の供給が喫緊の課題であっ
た。落合教授はキニーネに勝る抗マラ
リア薬を複素環化学を駆使し多数合成
し供することが出来た。この研究を契
機に規那塩基誘導体の化学が展開し
た。
薬化学講座懸案のマトリン研究は、
津田助教授へと継承され、後に東大応
用微生物研究所に転進された津田恭介
教授の昭和 41 年度日本学士院賞受賞
によって完結された。落合教授の天然
物研究への執着は止むことを知らず、
戦後新テーマとしてトリカブトのアコ
ニットアルカロイドに着目、教授以下
教室員総出で、全国各地の原植物採集
に出かけ、成分の地域特性など退官ま
で精力的に研究を続けられた。この研
究は講座継承者の岡本敏彦教授（当時
助教授）から講座出身の夏目充隆博士
（乙卯研究所所長）へと引き継がれた。
かつて長井教授が日本が世界に伍して
研究するには日本特産の植物を材料に
する天然物化学や日本独自の発想にな
る研究が必要と言われたそうである
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が、落合教授も戦時下電気もガスも欠
乏している中、七輪で反応や蒸留を行
わざるを得なかったN‒オキシド化学
の研究が日本の独壇場になり得たの
は、戦争で海外との情報流通がなく、
また敵性英語排斥で和文論文が多く、
情報が流出しなかったおかげであると
述懐されていたが宜なるかなという実
感がある。
戦後初めて世界に公表された「N‒
オキシドの化学」は世界の化学者達の
瞠目するところとなり、1955 年チュー
リッヒで開催された IUPAC総会にお
いて日本学術会議代表として行った特
別講演は高い評価を受け、IUPAC 有
機化学部委員に選任された。さらに
1960 年にはドイツ薬学会名誉会員、
1966 年には米国薬学アカデミー名誉

会員に推挙された。

東京大学退官とその後の活動
戦中・戦後の激動と困窮の時代を経
て、先生は昭和 34 年（1959）停年に
より 21 年間にわたる東京大学教授の
職を辞することになったが、その前年
（1958）東京大学医学部薬学科は学部
として独立し、全国の薬学部設立の先
鞭をつけることとなった。先生の最終
講義は当時教室で佳境にあった「規那
塩基誘導体の合成」に関するもので、
開拓された複素環化学の天然物合成研
究への応用に相当する先生の思いのこ
もった感動的な講義であった。
先生は退官と同時に近藤名誉教授が
理事長を務めておられた乙卯研究所の
第２代所長に就任された。先生の研究
に対する情熱は衰えを知らず、理化学
研究所招聘研究員も兼務、さらに文
部省総合研究班を組織、全国で活躍
する研究者を糾合し N‒オキシド化学
の集大成を図った。1967 年 Elsevier
社から出版された重厚な英文著書、
E. Ochiai「Aromatic Amine Oxides」
は世界に大きな反響を呼び、その後の
同分野研究のバイブル的存在となっ
た。

日本薬学会への貢献
昭和 31 年（1956）先生は日本薬学
会会頭に、さらに昭和 35 年には同名

誉会員に推挙され、わが国薬学研究の
向上・発展の先頭に立つとともに学会
機能の充実に努められた。特筆すべき
は昭和 45 年学会創立 90 周年記念事業
として、渋谷の長井家の土地に薬学会
館を建設する計画を発表、先生は建設
委員長として率先指揮にあたられた。
2年後に赤煉瓦をあしらったモダンな
会館が竣工、それまで東大薬学部の片
隅に寄生するような状態にあった学会
事務局を移転した。赤煉瓦は大震災と
戦災をくぐり抜けた東大薬学科の赤煉
瓦の一部が象徴的に使われたとのこと
であるが先生の深い思い入れが感じら
れる。その後約 20 年を経て平成 3年
（1991）、薬学会館は津田恭介教授を建
設委員長として全面的に現在の大規模
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なインテリジェントビルに建て替えら
れ、学会として磐石な基盤が完成し今
日に至っているが、いずれも長井家の
絶大なる篤志によるもので日本薬学会
長井記念館と命名されている所以であ
る。

栄　誉
先生の成し遂げられた数々のご業績
に対し様々な栄誉が与えられた。昭和
19 年（1944）先生の「芳香族複素環
塩基の研究」に対して帝国学士院賞が
授与された。芳香族複素環化合物の反
応性の理論的考察とN‒オキシド化学
の展開が対象となった。しかし戦局は
益々悪化の一途をたどり学徒動員など
研究もままならぬ時期で受賞の喜びも
半分であったに違いない。昭和 20 年
8 月終戦を迎え、復員した研究者も含
め大学は困窮した環境の中にあっても
自由な研究を謳歌する喜びを味わった
ことであろう。教室は再び活気を取り
戻し、前述した画期的な研究成果と多
くの優れた俊秀を輩出した。退官後昭
和 38 年 1 月先生は宮中における講書
始の進講者に選ばれ、皇居において両
陛下はじめ皇族の方々の前で「アルカ
ロイドについて」ご進講申し上げた。
植物学者である昭和天皇への配慮とも
とれるが、もともと先生は植物学への
造詣が深く、天然物化学の研究実績も
豊富で、内容は極めて奥深くかつ具体
的で薬学的な話題も多く含んでおり、
陛下も感銘深くお聴きになられたこと
と察せられる。先生の長年の功績を称
え、昭和 40 年（1965）日本学士院会
員、昭和 44 年（1969）には文化功労
者に選ばれ同時に文化勲章が授与され
た。昭和 49 年 7 月、先生の喜寿を祝
う門弟達による盛大な「薬化の会」に
満面の笑みをたたえ出席されたが、9
月病に冒されて入院、加療の甲斐なく
同年 11 月 4 日満 76 歳の天寿を全うさ
れた。生前の勲績に対し従三位勲一等
瑞宝章が授けられた。

おわりに
落合先生がご自身のことを振り返って

書かれたものは少なく、本稿は逝去後根
本曽代子氏が書かれた伝記や門下の方々
が寄稿された追悼の記をまとめた回想
録、また光代夫人がまとめられた先生の
日記や随想などの遺稿集をもとに執筆を
させていただいたが、先生は、まさに我
が国にとって未曾有の激動の時代を、強
烈な個性とブルドーザーのごときエネル
ギッシュな行動力で日本の薬学を牽引
し、世界に冠たる業績をあげ、未開の荒
野を走り抜かれたご生涯であったという
印象が強い。漢薬麻黄からエフェドリン
を発見し世界に名をなした長井長義初代
教授が創設された薬学では最も“老舗的”
な講座の伝統を守り育て、継承して行く
ためには、常に新生面を開拓付加しつつ、
さらに独自の新領域も開拓・発展させな
ければならない。その宿命を見事果たさ
れた典型と言えるが、制度が出来て以来、
同講座から 3名の文化勲章受章者が輩出
されたことは特筆に値する。先生は研究
でのオリジナリティを非常に大切にし、
常に余念なき思索と細心な実験を研究者

に求めた。先生の研究教育に対する姿勢
は大変厳しい反面、細やかな心遣いも忘
れなかった。先生にとっては孫弟子に相
当する筆者ですら欧米留学当時、研究の
心構えなど記したメールを頂戴したが、
先生独特の短い言葉の中に温かさがこ
もっていた。留学の最後に訪問したミュ
ンヘン大学のR.Huisgen 教授が述べられ
た「落合の化学は世界の宝だ」との賛辞
を伝えるのを楽しみに帰国したが、すで
に病状重篤で面会は叶わなかった。

〔参考文献〕
１） 岡本敏彦編：「落合英二先生回想録」（落合

英二先生顕彰会）（廣川書店）（1992）．
２） 落合光代編：「おおつづらふじ」落合英二遺
稿（廣川書店）（1980）．

３） 乙卯研究所編：「きろくときおく」（乙卯研
究所）（2009）．

写真はすべて上記文献から出版元の
ご了承を得て転載させていただいた。
また年代等正確を期するため「社団法
人　日本薬学会経歴」を参照させてい
ただいた。記して謝意を表する。
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本品は、クリックケミストリーによってスクリーニング 1）された新規カチオン性リポソームから構成されるトラン
スフェクション試薬です。DNAとトランスフェクション試薬の混合比率レンジを大幅に拡大致しました。これによ
り、トランスフェクションの最適化がより簡単になりました。汎用実験細胞株（HeLa, MCF-7, MDCKなど）、幹細
胞（iPS 細胞，間葉系幹細胞など）、血球系細胞（K562，マクロファージ，THP-1，RAW264.7 など）、ミクログリア、
プライマリー（初代培養）細胞にDNA及び siRNAを導入できます。 細胞毒性が低いため、トランスフェクション
後の培地交換が不要です。また、構成試薬中に毒劇物を含んでいません。 

ScreenFectTM A plus

特　　長
● One-step法
　　トランスフェクションから本解析までを従来法から24時間短縮
● 浮遊系 導入困難細胞へのトランスフェクション効率を改善

デ ー タ
■トランスフェクション性能
　 （フローサイトメトリー）

MCF-7：ヒト乳腺がん細胞由来（上皮細胞様形態）（接着系）
導入方法：A社　新製品→ 2-Step
　　　　　ScreenFectTM A plus → 1-Step

K562：ヒト慢性骨髄性白血病細胞由来（浮遊系）
導入方法：A社品→ 2-Step
　　　　　ScreenFectTM A plus → 1-Step

〈トランスフェクション効率（GFP）（MCF-7）〉

〈トランスフェクション効率（GFP）（K562）〉

One-step法概要

コードNo. 品　　名 構　　　成 規　格 容　量 希望納入価格（円）Transfection Reagent Dilution Buff er
293-77101 0.2mℓ 10mℓ 0.2mℓ  12,000
299-77103 ScreenFectTM A plus 1mℓ 50mℓ 遺伝子研究用 1mℓ  45,000
297-77104 1mℓ×5 5×50mℓ 1mℓ×5 180,000

…2～ 10℃保存 …－ 20℃保存 …－ 80℃保存　　表示がない場合は室温保存です。
特定 …特定毒物   …毒物     …劇物　 …毒薬　 …劇薬　 危…危険物　 …向精神薬　 …特定麻薬向精神薬原料

…化審法 第一種特定化学物質　 …化審法 第二種特定化学物質　 …化学兵器禁止法 第一種指定物質　 …化学兵器禁止法 第二種指定物質　 …カルタヘナ法
覚…覚せい剤取締法　　毒素等…国民保護法　　ダイオキシン…ダイオキシン類
掲載内容は、2015 年 7月時点での情報です。上記以外の法律及び最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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トランスフェクション前に、細胞を70-
90%コンフルエントまで培養する。

Cultured cells

細胞剥離による細胞懸濁液を調製
する。

Suspended cells

Dilution Buffer に Transfection
Reagent※1を添加する。
十分に混合する。

※1 添加前にボルテックスミキサー
で十分混合する。

Dilution Buffer

Reagent

Plasmid DNA

Dilution Buffer

時間

希釈済みTransfection Reagent
と希釈済み
（DNA-lipid complex）

DNA 溶液を混合する。

5～20分間　室温でインキュベート

Cells

蛍光検出または各種手法によりト
ランスフェクション細胞を解析する。

DNA- lipid complexを細胞懸濁液
に添加し、ピペッティングにて混合し
て、マイクロプレートに移す。

Dilution BufferにDNAを添加する。
十分に混合する。

する。

DNA & siRNA トランスフェクション試薬DNA & siRNA トランスフェクション試薬
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